
 

 

 

 

１．研究主題１．研究主題１．研究主題１．研究主題    
 学習指導要領に定める目標等の実現状況を把握す
るための，保健と体育における観点別評価規準の検
討と指導と評価の一体化の充実 
 
２．研究期間２．研究期間２．研究期間２．研究期間    
 平成 20年度～平成 22年度  3年間 
（学力の把握に関する研究指定校事業） 
 
３．研究の目的３．研究の目的３．研究の目的３．研究の目的    
（１）（１）（１）（１）    研究主題設定の理由研究主題設定の理由研究主題設定の理由研究主題設定の理由    
 生涯を通じて明るく豊かで活力のある生活を営む
資質や能力を育成するために，保健と体育における
観点別評価規準の一層の充実を図りながら，学習指
導要領に定める目標等の実現状況を把握し，指導と
評価の一体化の充実を図ることを目的とした。 
 
（２）調査研究の対象（２）調査研究の対象（２）調査研究の対象（２）調査研究の対象    
分野 
(領域) 

内容項目 
具体の 
単元 

評価の観点 

保健 現代社会と健康 応急手当 

関心・意欲・
態度 
思考・判断 
知識・理解 

体育 

・球技 
（１，２年目） 
・球技 
ベースボール型 
（３年目） 

ソフト 
ボール 

関心・意欲・
態度 
思考・判断 
運動の技能 
知識・理解 

体育理論 

運動技能の構
造と運動の学
び方 
（1，2年目） 
運動やスポー
ツの効果的な
学習の仕方 
（3年目） 

関心・意欲・
態度 
思考・判断 
知識・理解 
 
 

 
４．研究の方法・実践概要４．研究の方法・実践概要４．研究の方法・実践概要４．研究の方法・実践概要    
 （１）評価規準の設定（１）評価規準の設定（１）評価規準の設定（１）評価規準の設定    
   ①具体の評価規準の設定 
    ・観点別評価規準の検討・工夫 
   ②学びの姿の作成【参考資料Ⅰ表１】 
    ・生徒の実現状況にあった簡素で効率的な 
     評価規準の作成 
   ③指導と評価の計画の作成 
    ・学習活動，学習内容，具体の評価規準， 
     評価の観点，評価方法，評価の場面を明 
     確にした計画 
    ・単元構造図の作成【参考資料Ⅰ表２】 
 
    （２）学習指導の工夫（２）学習指導の工夫（２）学習指導の工夫（２）学習指導の工夫・改善・改善・改善・改善    
   ①年間指導計画の検討・改善 
    ・系統性のある学習内容の実施 

 
 
 
 
    
 
 
  ②学習計画の作成 
   ・学習のねらい，本時の目標，学習内容の明 
    確化 
  ③教材，教具の作成 
   ・各観点の自己評価シート作成 
   ・ワークシート，パワーポイントの作成 
 
（３）評価方法の工夫（３）評価方法の工夫（３）評価方法の工夫（３）評価方法の工夫    
  ①評価規準簿【参考資料Ⅱ表３】 
   ・指導と評価の計画と学びの姿を一体化した 
    評価記入表 
  ②観点別評価記入シート【参考資料Ⅱ表４】 
   ・評価を評点にする換算表 
  ③技能の整理表 
   ・各学年で習得する技能の明確化 
  ④個人写真シート 
   ・先入観のない，確実で信頼性の高い評価 
 
５．研究の取組５．研究の取組５．研究の取組５．研究の取組    
（１）（１）（１）（１）１１１１年目年目年目年目    
  ①研究対象単元の学習指導要領の内容の把握 
  ②年間指導計画の検討・見直しと学年間の系統 
   化 
  ③生徒の各教科・科目の目標と単元ごとの実現 
   状況を把握して分析・考察の実施 
  ④指導と評価の計画の作成 
   ・具体の評価規準を５項目で作成 
   ・学びの姿を５段階で作成 
  ⑤評価規準・評価方法を検証し，簡素で効率的 
   なものに工夫・改善 
  ⑥保健体育科教員相互の共通理解 
  ⑦体育理論の学習活動の準備 
  ⑧研究授業の実施 
 
（２）（２）（２）（２）2222 年目年目年目年目    
  ①1 年目の研究の成果を分析・考察して，観点     

別評価規準と評価方法をさらに簡素で効率的
に改善 

  ②具体の評価規準の検討・改善 
  ③単元構造図の作成 
  ④指導と評価の計画の改善 
  ⑤学習計画を作成 
  ⑥体育理論を座学で 4時間の実施 
  ⑦教材・教具の作成 
   ・グリーンボール（少し柔らかい）やオレン 
    ジボール（柔らかい）を使用して，恐怖心 
    を少なくしての学習活動の実施 
   ・雨天時における体育館でのソフトボールの 
    学習活動の実施 
   ・各観点の自己評価シートの作成 
   ・体育理論と保健のワークシートとパワーポ 
    イントでの学習活動の実施 
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  ⑧評価規準簿・観点別評価記入シートの作成 
  ⑨技能の整理表の作成 
 
（３）（３）（３）（３）3333 年目年目年目年目    
  ①新学習指導要領に対応した指導と評価の計画， 
   学びの姿，具体の評価規準の作成 
  ②学習内容を明確にして，思考力や判断力を身 
   に付ける学習活動や知識・技能を活用する学 
   習活動の工夫 
  ③保健体育科教員相互の共通理解をより一層深 
   め，評価規準を適用する際のぶれをなくし， 
   指導と評価の一体化に向けた学習指導の工夫 
   と改善 
  ④生徒の実現状況にあった簡素で効率的な具体 
   の評価規準と学びの姿の分析・考察を行い， 
   妥当性・信頼性のある評価方法の作成 
  ⑤「関心・意欲・態度」「運動の技能」は観察で 
   評価を行い，「思考・判断」「知識・理解」は 
   学習ノートでの評価を実施 
  ⑥具体の評価規準を５項目から２項目ないし４ 
   項目に精選 
  ⑦学びの姿を３段階で実施【参考資料Ⅰ表１】 
   ・Ｃ評価の生徒への手立てを作成 
  ⑧体育理論を座学で６時間の実施 
  ⑨個人写真シートの作成 
  ⑩応急手当の学習活動において，練習用のダミ 
   ーとＡＥＤを使用しての実習の実施 
  ⑪研究授業の実施 
 
６．研究のまとめ６．研究のまとめ６．研究のまとめ６．研究のまとめ    
（１）研究の成果（１）研究の成果（１）研究の成果（１）研究の成果    
  ①年間指導計画の見直し①年間指導計画の見直し①年間指導計画の見直し①年間指導計画の見直し    
    「研究のねらい」にもあるように「生涯を 
      通じて明るく豊かで，活力のある生活を営む 
   資質や能力を育成すること」を実現するため 
   に，男女の違いをなくし，学年間において系 
   統性のある学習内容の計画で行った。それに 
   よって，学習内容を復習的な内容・習得的な 
   内容・活用的な内容と計画的に実施できるよ 
   うになった。 
     ②具体の評価規準の検討・改善②具体の評価規準の検討・改善②具体の評価規準の検討・改善②具体の評価規準の検討・改善    
    学習指導要領に定められた単元ごとの目標 
   を確認した上で，本校の生徒の実態に応じた 
   「おおむね満足」の状況である生徒の姿を目 
   指して具体の評価規準を作成した。１年目と 
   ２年目は各観点の評価項目を５項目で行った。 
    しかし，評価に追われ学習内容や学習活動 
   が充実しない状況が見られた。３年目には， 
   評価項目を２項目から４項目に精選した。そ 
   れによって，学習内容や評価規準が明確にな 
   った。 
     ③学びの姿の検討・改善③学びの姿の検討・改善③学びの姿の検討・改善③学びの姿の検討・改善    
    １年目と２年目は，生徒の実態に応じた「学 
   びの姿」を５段階で作成して行った。評価が 
   そのまま評点に結びつけることを目的に５段 
   階で行った。しかし，指導と評価を考えたと 
   きに，指導したことに対しての評価であるこ 
   とから，指導したことに対して「できている 
   か」あるいは「できないでいるか」を重視し 
   て，３年目には３段階の「学びの姿」で評価 

  を行った。 
   ただし，Ａ評価の中でさらに高まりのある姿 
  をＡ○としてチェックすることにした。それに 
  よって，指導と評価の一体化が一層充実してい  
  った。また，Ｃ評価の生徒への手立てを作成し 
  た。 
 ④指導と評価の計画の検討・改善④指導と評価の計画の検討・改善④指導と評価の計画の検討・改善④指導と評価の計画の検討・改善    
   学習活動・学習のねらい・具体の評価規準・ 
  評価の観点・評価方法・評価の場面を明確にし 
  て計画を作成した。それによって，この時間に 
  「何」を目的に「何」を教えるか，「どの場面」 
  で「どのような方法」で評価するかが明確にな 
  った。生徒達が，ある程度の技能や知識が備わ 
  っていないと関心や意欲が高まらず，思考・判 
  断においても知識がない中で思考させても深ま 
  りが見られない。また，判断する上で判断材料 
  が少ないのではないかと考えられたので，単元 
  の前半に運動の技能，体育理論と保健では，知 
  識の習得を行い後半に思考・判断を指導評価す 
  る計画で取り組んだ。そして，単元構造図を作 
  成して学習活動を行ったことで，ねらいから学 
  習活動の計画そして評価と一連の流れが把握で 
  きたことで，ぶれがなくなり一層指導と評価の 
  一体化が充実していった。 
    ⑤思考力・判断力の育成を図る学習活動⑤思考力・判断力の育成を図る学習活動⑤思考力・判断力の育成を図る学習活動⑤思考力・判断力の育成を図る学習活動    
   この時間の学習内容や本時の目標を書いた学 
  習計画を作成して，そのねらいを生徒に意識さ 
  せて学習活動を行った。その結果，生徒はこの 
  時間に「何」をして「目標が何」で「何を評価 
  される」かが明確になり学習活動に対する意欲 
  がさらに高まっていった。指導者もこの時間に 
  「何」を教えるかが明確になったことで，充実 
  した学習活動が行えるようになった。また，教 
  材・教具の作成や各学年でどのような技能を身 
  に付けるかを明確にした「技能の整理表」を使 
  用して学習活動を行ったことで，生徒が積極的 
  に取り組むようになり，技能の向上が実感でき 
  るようになった。指導者も指導する内容を明確 
  にしたことで，学習内容・学習指導が充実して 
  いった。それによって，習得した知識を活用し 
  て思考力・判断力の育成を図ることを目的とし 
  た学習活動を実施できた。 
 
（２）今後の展望（２）今後の展望（２）今後の展望（２）今後の展望    
            評価において本来は，５段階が望ましいので 
  Ｂ評価を規準にＡ，Ａ○とＣ，Ｃ△の評価の違 
  いを文字（動詞）で表現して誰もがすぐに理解 
  できる「学びの姿」を作成していきたい。 
   そして，誰もが共有できる妥当性・信頼性の 
  ある評価方法を作成して，さらに学習内容を明 
  確にして生徒が理解しやすく楽しい学習活動を 
  実施していくための工夫と改善を行っていく。 
  その中でも，特に思考力・判断力を身に付ける 
  学習活動や学習内容の作成と工夫を行っていき 
  たいと考えている。また，本校の生徒の実現状 
  況に応じた観点別評価の割合を今後検討してい 
  き，評価が評点に結びつくことができるように 
  したいと考えている。 

（ 文責 ： 保健体育科  山田 斉 ） 
 



    
参考資料参考資料参考資料参考資料ⅠⅠⅠⅠ    
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評 価  

項 目  
評 価 規 準  ＡＡＡＡ     ＢＢＢＢ     ＣＣＣＣ     

CCCC の 生 徒 への 生 徒 への 生 徒 への 生 徒 へ

の 手 立 ての 手 立 ての 手 立 ての 手 立 て     

関

心

・

意

欲

・

態

度  

①  

役 割  

練 習 や ゲ ー ム の 際 に ， 役 割 を 積 極 的 に 引 き 受 け て ， 主

体 的 な 学 習 が 成 立 す る に は ， 仲 間 と 活 動 を 行 う 上 で 必

要 な 役 割 を 作 る こ と ， 決 め た 役 割 に 対 し て ， 責 任 を 持

っ て 分 担 す る こ と を 理 解 し ， 取 り 組 も う と す る 。  

自 ら 進 ん で

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 む こ

と が で き な

い で い る  

積 極 的 に 声

を か け て 取

り 組 み 方 に

つ い て の 説

明 を す る  

②  

合 意  

形 成  

チ ー ム や 自 己 の 課 題 の 解 決 に 向 け て ， 相 互 の 信 頼 関 係

を 高 め ， 相 手 の 感 情 や 提 案 者 の 発 言 を 尊 重 し ， 建 設 的

な 修 正 意 見 を 提 案 し な が ら 話 し 合 い を 進 め る こ と が

大 切 で あ る こ と を 理 解 し ， 取 り 組 も う と す る  

自 ら 進 ん で

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 む こ

と が で き な

い で い る  

③  

健 康  

安 全  

体 調 の 変 化 に 応 じ て 取 る べ き 行 動 や ， 自 己 の 体 力 の 程

度 に 応 じ て け が を 回 避 す る た め の 適 正 な 運 動 量 ， け が

を 未 然 に 防 ぐ た め の 留 意 点 を 理 解 し ， 健 康 ・ 安 全 に 取

り 組 も う と す る 。  

自 ら 進 ん で

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 も う

と す る  

取 り 組 む こ

と が で き な

い で い る  

思

考

・

判

断  

①  

合 意  

形 成  

作 戦 な ど の 話 し 合 い の 場 面 で ， 合 意 を 形 成 す る た め の

調 整 の 仕 方 を 見 付 け て い る 。  

適 切 に 見 付

け て い る  

見 付 け て い

る  

見 付 け る こ

と が で き な

い で い る  具 体 例 を 示

し て の 指 導

や 積 極 的 に

声 を か け る

指 導 の 実 施  

 

②  

活 動  

仕 方  

健 康 や 安 全 を 確 保 ・ 維 持 す る た め に ， 自 己 や 仲 間 の 体

調 に 応 じ た 活 動 の 仕 方 を 選 ん で い る 。  

選 ん で 活 用

し て い る  

選 ん で い る  選 ぶ こ と が

で き な い で

い る  

③  

継 続  

球 技 を 生 涯 に わ た っ て 楽 し む た め の 自 己 に 適 し た か か

わ り 方 を 見 付 け て い る 。  

適 切 に 見 付

け て い る  

見 付 け て い

る  

見 付 け る こ

と が で き な

い で い る  

運

動

の

技

能  

①  

打 撃  

走 者 を 置 い て 作 り だ さ れ た 空 い た 守 備 ス ペ ー ス の 広

い 方 向 を ね ら っ て ボ ー ル を 打 ち 返 す こ と が で き る 。  

ス ム ー ズ に

で き る  

で き る  で き な い 時

が あ る  

個 別 指 導 の

実 施  

教 材 の 工 夫  

声 か け  

②  

守 備  

仲 間 の 送 球 に 対 し て 次 の 送 球 を し や す い よ う に ボ ー

ル を 受 け た り ， 塁 上 の 走 者 の 状 況 に 応 じ て ， 投 げ る 方

向 や 投 げ 方 を 変 え て 中 継 し た り す る こ と が で き る 。  

ス ム ー ズ に

で き る  

で き る  で き な い 時

が あ る  

③  

走 塁  

仲 間 の 走 者 の 動 き に 合 わ せ て ， 塁 を 進 ん だ り 戻 っ た り

す る こ と が で き る 。  

繰 り 返 し で

き る  

で き る  で き な い 時

が あ る  

④  

カ バ ー  

打 球 や 送 球 に 応 じ て 仲 間 の 後 方 に 回 り 込 む バ ッ ク ア

ッ プ の 動 き を す る こ と が で き る 。  

繰 り 返 し で

き る  

で き る  で き な い 時

が あ る  

知

識

・

理

解  

①  

特 性  

名 称  

ソ フ ト ボ ー ル に お い て 用 い ら れ る 技 術 や 戦 術 ， 作 戦 の

名 称 と ， そ れ ら の 適 切 な 用 い 方 に つ い て 具 体 例 を 挙 げ

て い る 。  

具 体 例 を 挙

げ て 説 明 し

て い る  

具 体 例 を 挙

げ て い る  

具 体 例 を 挙

げ る こ と が

で き な い で

い る  

具 体 的 な 例

や 記 述 内 容

を 示 し て 記

述 の 仕 方 を

具 体 的 に 説

明 す る な ど

の 指 導  

②  

選 択  

実 践  

目 標 の 設 定 や 課 題 解 決 の た め の 練 習 法 な ど の 選 択 と

実 践 ， 新 た な 目 標 の 設 定 と い っ た 過 程 に つ い て 具 体 例

を 挙 げ て い る 。  

具 体 例 を 挙

げ て 説 明 し

て い る  

具 体 例 を 挙

げ て い る  

具 体 例 を 挙

げ る こ と が

で き な い で

い る  

③  

合 理 的  

練 習  

方 法  

ゲ ー ム に 必 要 な 技 術 や 体 力 を 身 に 付 け る た め の 合 理

的 な 練 習 方 法 に つ い て 書 き だ し て い る 。  

具 体 例 を 挙

げ て 説 明 し

て い る  

書 き だ し て

い る  

的 外 れ な 内

容 を 書 い て

い る  

④  

ル ー ル  

運 営  

ゲ ー ム の ル ー ル や 試 合 方 式 ， 運 営 の 仕 方 や 役 割 に 応 じ

た 行 動 の 仕 方 な ど に つ い て 書 き だ し た り し て い る 。  

具 体 例 を 挙

げ て 説 明 し

て い る  

書 き だ し て

い る  

的 外 れ な 内

容 を 書 い て

い る  

【球技（ベースボール型）の単元構造図の作成】

新学習指導要領に対応した単元計画の構造図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

①単元名 入学年次の年次以降の内容

②指導内容の概要 ④学習指導要領解説の記載内容 ⑤授業のポイ ント（生徒への声かけの仕方など） 評価基準例

指導に際しては，自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦を立てて勝敗を 競う楽しさや喜びを深く味わえるよ

う，攻撃では，守備の状況に応じてヒットの出やすい場所にねらって打ったり，守備の状況を見ながら走ったりするなど

を ，守備では，相手チームの特徴などに応じた守備位置に立つなどの連携を 中心に取り上げ，失点を 最小限にとどめ

る ための攻防を中心に取り上げる よ うにする。その際，状況に応じたボールや用具の操作とボールを 持たないときの動

きに着目させ，学習に取り組ませる ことが大切である 。

運動の技能（～ができる）　Ａ：連続して，繰り返して

○バット操作

「状況に応じたバット操作」とは，安定したバット操作に加えて投球のスピ ードの変化や走者の位置などに対応して，ヒット

の出やすい空いた場所などにボールを 打ち 返したりバントを したりする バット操作のことである 。

＜例示＞

・身体全体を 使ってバットを 振りぬくこと。

・スピ ードの変化にタイ ミン グを合わせてボールをとらえること。

・走者を置いて作りだされた空いた守備スペースの広い方向を ねらってボールを 打ち 返すこと。

・バン トの構えから勢いを弱めたボールを ねらった方向へ打つこと。

○攻撃にかかわる ボールを持たないときの動き

「走塁」とは，入学年次の動きに加えて，打球や守備の状況，進塁した仲間の走塁に応じて走る スピ ードを コントロ ールし

たり，タイ ミン グよ く離塁したりして先の塁への進塁を ねらう動きのことである 。

＜例示＞

・タッチアップでは，タイ ミン グよく進塁の動きを する こと

・仲間の走者の動きに合わせて，塁を進んだり戻ったりすること

○ボール操作

「安定したボール操作」とは，捕球では，打球の方向やゴロやフラ イ などの飛球の種類に対応してボールを捕ること，送

球では仲間が捕球しやすいボールを 投げること，打球や走者の状況に応じて仲間からの送球を 中継したりする こと，投

球ではねらったコースに投げる ことなどである 。

＜例示＞

・打球のバウンドやコースに応じて，タイ ミン グを合わせてボールを捕る こと

・塁に入ろうとする 味方の動きに合わせて，捕球しやすいボールを投げること

・仲間の送球に対して次の送球を しやすいよ うにボールを 受けたり，塁上の走者の状況に応じて，投げる 方向や投げ方

を 変えて中継したりすること

・投球では，コースや高さを コントロールして投げること

○守備にかかわる ボールを持たないときの動き

「状況に応じた守備」とは，相手チームの打者の特徴に応じた守備位置に立つこと，ヒットを 打たれた際に，相手の進塁を

最小限に防ぐ ための効率的な中継プレイ ができる位置への移動，仲間の送球や捕球が乱れた際にバックアップを する

ための仲間の後方に回り込む動きなどのことである。

＜例示＞

・打者の特徴や走者の位置に応じた守備位置に立つこと

・得点や進塁を防ぐ ために，走者の進塁の状況に応じて， 最短距離での中継ができる位置に立つこと。

・打球や送球に応じて仲間の後方に回り込むバックアップの動きをすること

・練習やゲームで相手の素晴らしいプレイを 認めたり，相手を尊重したりする などの行動を 通して，フェ アなプレイ を大

切にしようとすること

関心・意欲・態度（～しようとしている）　Ａ：自らすすんで

・練習やゲームの際に，記録や審判，キャプテン などの役割を 積極的に引き受け，責任をもって主体的に取り組もうとす

る こと

・チームや自己の課題の解決に向けて，自己の考えを述べたり，相手の話を 聞いたりするなど，チームの話合いに責任

を もってかかわろうとすること

・仲間や他のチームと互いに練習相手になったり，運動観察を 通して仲間の課題を 指摘したり，課題解決のアイディアを

伝え合ったりしながら取り組もうとする こと

・体調や環境の変化に注意を 払いながら運動を行うこと，けがを 未然に防ぐ ために必要に応じて危険の予測を しながら

回避行動をとる など，自己や仲間の健康を維持したり安全を保持したりする こと

＜知識＞

・ソフトボールの個人の技術やチームとしての作戦や戦術の名称がある こと，局面ごとに技術の名称があり，それぞれの

技術には，技能の向上につながる 重要な動きのポイ ントがある こと，また，それらをゲーム中に適切に発揮することが

攻防のポイン トとなること，それらを 高める ための安全で合理的な練習の仕方がある こと

知識・理解（具体例を挙げている，書き出している）

Ａ：確実に理解している

・ソフトボールに必要な体力（主として敏捷性，筋パワー，心肺持久力，筋力・筋持久力，スピ ード，平衡性）を技能に関連

させながら高めること

・自己に応じた目標の設定，目標を達成する ための課題の設定，課題解決のための練習法などの選択と実践，ゲームな

どを 通した学習成果の確認，新たな目標の設定の過程があること

・ゲームのルール，トーナメン トやリーグ戦などの試合方式，運営の仕方や役割に応じた行動の仕方，審判の方法があ

る こと

＜思考・判断＞

・運動の行い方，仲間と教え合うなどの活動の仕方，健康・安全の確保の仕方，運動の継続の方法などのこれまでの学

習した内容を もとに，自己や仲間の課題に応じて，運動を継続するために，知識を新たな学習場面で適用したり，応用し

たりする こと

思考・判断（見つけている，選んでいる）

Ａ：適切に，的確に活用している

＜例示＞

・これまでの学習を 踏まえて，チームが目指す目標に応じたチームや自己の課題を設定すること

・課題解決の過程を踏まえて，取り組んできたチームや自己の目標と成果を検証し，課題を 見直すこと

・チームの仲間の技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘する こと

・作戦などの話合いの場面で，合意を形成する ための調整の仕方を見付ける こと

・健康や安全を確保・維持する ために，自己や仲間の体調に応じた活動の仕方を選ぶこと

・球技を生涯にわたって楽しむための自己に適したかかわり方を 見付けること

運動の技能 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

関心・意欲・態度 （① （② （③ ② ① ③

知識 ② ③ ①

思考・判断 ① ② ③

③学習指導要領の内容

高等学校第２学年　　球技（ベースボール型：ソフトボール）

(3) 技術などの名

称や行い方，体

力の高め方，課

題解決の方法，

競技会の仕方な

どを理解しチー

ムや自己の課題

に応じた運動を

継続するための

取り組み方を 工

夫できる ように

する。

３

知識

思考

判断

球技（ベースボール型）　　　ソフトボール

石川県金沢桜丘高等学校　 山田　斉

主

に

学

習

ノ

ー

ト

等

に

よ

る

評

価

㒊

ศ

主

に

観

察

に

よ

る

評

価

㒊

ศ

「䠡球技」の(1)の運動については，入学年次に䛚いては，アからウまでの中から஧を ，その次の年次以降に䛚いては，アからウまでの中か

ら୍を選択してᒚಟできる ようにする こと。また，アについては，バスクットボール，ネン ドボール，コッォー，ラ グパーの中から，イ につい

ては，バレーボール，༟球，テドス，バドミントン の中から，ウについては，ソフトボールを適ᐅ取り上げる こととし，ᆅᇦや学校の実態に応

じて，その他の運動についてもᒚಟさせることができる こと。内容の取りᢅい

(1) 次の運動に

ついて，勝敗を

競う楽しさや喜

びを味わい，作

戦や状況に応じ

た技能や仲間と

連携した動きを

高めてゲームが

ᒎ㛤できるよ う

にする 。

ウ　ベースボー

ル型では，状況

に応じたバット操

作と走塁での攻

撃，安定した

ボール操作と状

況に応じた守備

などによって攻

防をᒎ㛤する こ

と。

(2) 球技に主体

的に取り組むと

ともに，フェ アな

プレイ を大切に

しよ うとする こ

と，役割を積極

的に引き受け自

己の責任を 果た

そうとすること，

合意形成に㈉⊩

しよ うとする こと

などや，健康・安

全を確保する こ

とができる よう

にする 。

２

態度

䠍

技能

入学年次の次ཬび

その次の年次では，

状況に応じたバット

操作と走塁での攻

撃，安定したボール

操作と状況に応じた

守備などによ って攻

防を ᒎ㛤すること。

また，球技に主体的

に取り組むととも

に，フェ アなプレイ

を大切にしようとす

ること，役割を積極

的に引き受け自己

の責任を 果たそうと

する こと，合意形成

に㈉⊩しよ うとする

ことなどや，健康・安

全を 確保するととも

に，技術などの名称

や行い方，体力の

高め方，課題解決

の方法，競技会の

仕方などを理解し，

チームや自己の課

題に応じた運動を

継続する ための取

り組み方を 工夫でき

るよ うにする。

①スピ ードの変化にタイ ミングを合わせてボールをᤊえることができる。

（打撃）

②塁には入ろうとする味方の動きに合わせて，捕球しやすいボールを投げる
ことができる 。（送球）

③タッチアップでは，タイミングよく進塁の動きすることができる 。（走塁）

④打者の特徴や走者の位置に応じた守備位置に立つことができる 。（守備）

②練習やゲームの際に，役割を積極的に引き受けて，主体的な学習が成立

するには，仲間と活動を行う上で必要な役割を 作ること，決めた役割に対して，

責任を持ってศᢸすることを 理解し，取り組もうとする。（役割・責任）

①練習やゲームで相手の素晴らしいプレイ を認めたりして，スポーヂの価 を್

高めるとともに，自己形成に役立つことを理解し，フェ アなプレーを大切にしよ

うとする 。

（フェ アプレー）

③チームや自己の課題の解決に向けて，相互のಙ㢗関ಀを 高め䚸相手のឤ

᝟やᥦ᱌者の発ゝを尊重し，ᘓ設的なಟṇ意見を ᥦ᱌しながら話し合いを 進

めることが大切であることを 理⛉し，合意形成に㈉⊩しようとする。
（合意形成）

②課題解決の過程を 踏まえて，取り組んできたチームや自己の目標と成果を
検証し，課題を 見直している。（課題の見直し）

①ソフトボールに䛚いて用いられる技術や戦術，作戦の名称と，
それらの適切な用い方について具体例を挙げている 。（名称）

評価の観点

③ゲームに必要な技術や体力を 身に付けるための合理的な練習方法

について書きだしている 。（体力の向上）

②目標の設定や課題解決のための練習法などの選択と実践，新たな

目標の設定といった過程について具体例を 挙げている。（練習方法）

エ
リ
ウ
ン
テ
ー
サ
ュ
ン

思いやりキャッチ

ボール

自己⤂௓キャッ

チボール

素振り

①ソフトボールの特性を知る②授業のὶれの

確認，準備の仕方③᪤習技術の確認，᚟習

④チームศけ⑤⿵ᙉ運動作成

③チームの仲間の技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘して
いる 。（選択）

①チームが目指す目標に応じたチームや自己の課題を設定している。（課題
設定）

ඹ通メドャー（準備運動，⿵ᙉ運動，キャッチボー䢕，௒᪥の学習内容の確認）

基ᮏ的技能の

確認と᚟習

バット操作，捕

球・送球，走塁

⡆᫆ゲーム①

個人的技能

（攻撃）の習得
トスバッティングコ
ン テスト

ネーフバッティ

ン グ

個人的技能（守備）の習得
スクウアキャッチボール
ゾピルプレイキャッボール

ラ ン ナーを置いてのノックに
よる 守備練習

ラ ン ナー䠍，２塁でのゲーム

⡆᫆ゲーム②
ラ ン ナー䠍塁または䠍，２塁
でのゲーム

ラ ン ナー２，３塁からのゲー
ム

個人的技能（走

塁）の習得

ラ ン ナーを置い

てのノックによる

守備練習

個人・チームの課題練習

チームや自ศの目標と課題の練習

課題ゲーム①

いろんな᮲௳でのゲー

ム

課題ゲーム③

いろんな᮲௳でのゲーム

チームの役割や作戦を 決めての
ゲーム

4～䠍䠌᫬間目は，状況に応じたバット操作や打球

に応じた走塁での攻撃を中心としたゲームを しな

がら，個人的技能（攻撃・守備・走塁）を 身につけ

る 。チームや自己の課題解決に向けて，話し合い

に積極的に関わり䚸合意形成に㈉⊩する基♏をつ

くる 。

䠍䠍～䠍䠒᫬間目は，課題ゲームでは，作戦・場

面設定・ルールを 工夫しながら行う。安定した

ボール操作と状況に応じた守備などによ って
攻防をᒎ㛤するゲームをしながら，個人やチー

ムの課題練習を行い，役割を 積極的に引き受

け䚸責任を持って主体的に取り組もうとする。

䠍䠓～２䠌᫬間目は，練習や

ゲームの振り返りを 行う。

自己や仲間の安全に␃意し，

ゲームの運営を 主体的に行う。

ゲームを 通して䚸チームや自己

の課題の解決に向けて合意形
成に㈉⊩しようとする。

○バット操作

【タイ ミン グを合わせてᤊえる 動き】

スピ ードの変化に合わせてボールをᤊえる ことがで

きる 。

○ボール操作
【捕球しやすいボールを投げる動き】

塁に入ろうとする 味方の動きに合わせて，捕球しや

すいボールを投げることができる 。

○攻撃にかかわる ボールを持たないときの動き

【走塁の仕方】

タッチアップでは，タイミン グよく進塁の動きをする

ことができる 。

○守備にかかわる ボールを 持たないときの動き

【状況に応じた守備位置に立つ動き】

打者の特徴や走者の位置に応じた守備位置に立
つことができる。

ルールやボナーを 大切にすることは，スポーヂの

価್を 高める とともに，自己形成に役立つことを

理解し，取り組めるよ うにする。

仲間と活動を行う上で必要な役割を 作る こと，決

めた役割に対して，責任をもってศᢸする こと，グ

ループで果たすべき責任が生じた場合には積極

的に引き受けるጼ勢がồめられることを理解し，

取り組める ようにする。

相互のಙ㢗関ಀを高める には，相手のឤ᝟を尊

重しながら発ゝしたり，ᥦ᱌者の発ゝを 尊重したり，

ᘓ設的なಟṇ意見をᥦ᱌しながら話し合いを進め
ていくことが大切である ことを理解し取り組めるよう

にする。

ソフトボールの技術や戦術，作戦の名称と，それら

の適切な用い方についてゝえますか。

目標の設定や課題解決のための練習法などの選

択と実践，新たな目標の設定といった過程にはど

のよ うなものがありますか。

ゲームに必要な技術や体力を 身に付けるための合
理的な練習方法にはどのようなものがありますか。

チームが目指す目標に応じたチームや自己の課題

を 設定しよう。

課題解決の過程を踏まえて，取り組んできたチー
ムや自己の目標と成果を検証し，課題を 見直そう。

チームの仲間の技術的な課題や有効な練習方法

の選択について指摘し合䛚う。

状況に応じたバット操作や打球に応じた走塁での攻撃を中

心としたゲーム

勝敗を 競う楽しさや喜びを深く味わい䚸作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを 高め䚸ソフトボールに主体的に取り組もうとする

技術・作戦・戦術の名称と動きのポイントやゲームでの行い方を工夫できるようにする

安定したボール操作と状況に応じ

た守備などによって攻防をᒎ㛤す

るゲーム

まとめのゲーム

タイ ミングを
合わせて

ボールをᤊ

える 動き

捕球しやす
いボールを
投げる動き

走塁の仕方

状況に応じ
た守備位置

に立つ動き

評価

評価

評価 評価

責任

合意形成に㈉

⊩する

බṇ 評価

評価

評

価

技術の名称や作戦・戦術の名称とポイント䚸ゲームの発揮の仕方がゝえる

技術や戦術䚸作戦との名称

チームや自己

の課題を設定

しよう

チームや仲間の技術的

な課題や練習方法につ

いて指摘し合う

技術や体力

をつけるため

の練習法

評価

評

価

評

価 チームや自己

の目標と成果

を検証し課題

を見直そう
評価

評価

評価

評価

評価
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じじじじ

たたたた
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備備備備

位位位位

置置置置

目標の設定や課

題解決のための

練習の仕方

評価

ラ ン ナー２，３塁から
のノックによる守備
練習

ラ ン ナー②，③塁か
らのゲーム

課題ゲーム②
いろんな᮲௳でのゲーム

チームの役割や作戦を決め
てのゲーム

チームや自ศの目標と課題の練

習

評価
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䠍 ～5᫬間目

学習䊠　 　 エ リ ウ ン テ ー サ ュ ン学習䊠　 　 エ リ ウ ン テ ー サ ュ ン学習䊠　 　 エ リ ウ ン テ ー サ ュ ン学習䊠　 　 エ リ ウ ン テ ー サ ュ ン

学習の進め 方・ ねら い を 理解する学習の進め 方・ ねら い を 理解する学習の進め 方・ ねら い を 理解する学習の進め 方・ ねら い を 理解する

関心・ 意欲・ 態度 運動の技能 運動の技能 関心・ 意欲・ 態度 運動の技能 思考・ 判断

役割 個人技能（ 攻撃） 個人技能（ 守備） 合意形成 個人技能（ 走塁） 合意形成

Ａ
自ら 進んで取り 組

も う と する

スムージにでき る スムージにでき る 自ら 進んで取り 組も う と する 繰り 返し でき る 適切に見付けている

評価つ

準䠞

役割を 積極的に引

き 受ける ጼ勢がồ

めら れている ஦を

理解し 取り 組も う

と する

走者を 置いて作り

出さ れた空いた守

備スペースの広い

方向を ねっ てボー

ルを 打ち 返すこ と

ができ る

塁上の走者の 状況

に 応じ て 䚸 投 げる

方向や投げ方 を 変

え て 中継し た り す

る こ と ができ る

チームや自己の課題の解決に向

けて， 相互のಙ㢗関ಀを 高め，

相手のឤ᝟やᥦ᱌者の発ゝを 尊

重し ， ᘓ設的なಟṇ意見を ᥦ᱌

し ながら 話し 合いを 進める こ と

が大切である こ と を 理解し ， 取

り 組める よ う にする 。

仲間の走者の動き に合わせ

て䚸 塁を 進んだり 戻っ たり

する こ と ができ る

作戦などの話し 合いの場面で合

意を 形成する ための調整の仕方

を 見付けている

䠟
取り 組むこ と がで

き ないでいる

でき ない᫬がある でき ない᫬がある 取り 組むこ と ができ ないでいる でき ない᫬がある 見付ける こ と ができ ないでいる

練習やゲームでの

活動場面

練習やゲームでの

活動場面

練習やゲ ーム で の

活動場面

練習やゲームでの活動場面 練習やゲームでの活動場面 ォ ード の記述内容

␒ྕ 観察 観察 観察 観察 観察 ォ ード

①個人的技能の練習　 　 送球・ 守備・ 走塁等の基ᮏ練習　 　 キャ ッ チボール　 　 　 　 　 ②

課題ゲーム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ ッ ク によ る 守備練習

作戦の工夫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト スバッ ティ ン グ
観点

学習内容・ 活動

䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入

打者の特徴や進塁の状況䚸 得点ᕪな ど のᵝ䚻な 状況に 応じ て 守備㝲形を と る な ど し て 勝敗を 競う 攻防を ᒎ㛤する ゲーム を 楽し む打者の特徴や進塁の状況䚸 得点ᕪな ど のᵝ䚻な 状況に 応じ て 守備㝲形を と る な ど し て 勝敗を 競う 攻防を ᒎ㛤する ゲーム を 楽し む打者の特徴や進塁の状況䚸 得点ᕪな ど のᵝ䚻な 状況に 応じ て 守備㝲形を と る な ど し て 勝敗を 競う 攻防を ᒎ㛤する ゲーム を 楽し む打者の特徴や進塁の状況䚸 得点ᕪな ど のᵝ䚻な 状況に 応じ て 守備㝲形を と る な ど し て 勝敗を 競う 攻防を ᒎ㛤する ゲーム を 楽し む

䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入䠞 （ ３ ） は記入し な い 　 䠟 （ ２ ） 䠟 䕧（ 䠍 ） は手立て を 行い 䚸 そ の⤖果を 記入

䠒 ～䠍 ３ ᫬間

学習䊡　 　 　 ねら い 䠍学習䊡　 　 　 ねら い 䠍学習䊡　 　 　 ねら い 䠍学習䊡　 　 　 ねら い 䠍

状況に 応じ た バッ ト 操作や打球に 応じ た 走塁で の攻撃を 中心と し た ゲ ームを 楽し む状況に 応じ た バッ ト 操作や打球に 応じ た 走塁で の攻撃を 中心と し た ゲ ームを 楽し む状況に 応じ た バッ ト 操作や打球に 応じ た 走塁で の攻撃を 中心と し た ゲ ームを 楽し む状況に 応じ た バッ ト 操作や打球に 応じ た 走塁で の攻撃を 中心と し た ゲ ームを 楽し む

場面

Ặ名

評価

①ソ フ ト ボールの特性を 知る 。

②授業のὶれを 確認・ 準備の仕方

③基ᮏ的技能の確認と ᚟習

④チームศけと ⡆᫆ゲーム

①個人・ チームの課題練習　 　 （ 守備の連携プレ ー・ 送球䚸 走塁の基ᮏ練習） 　 　 　 　 　 　 　 　 ②課題ゲーム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ ン ナーを 置いてのゲーム　 　 　 　 　 　 　 作戦の工夫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 場面設定の工夫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ルールの工夫

3年3年3年3年

᫬　 　 間


